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ジャパンSDGs静脈産業フォーラム 
～ビジネスを通じてSDGs目標12持続可能な生産消費を実現する～ 
セッション３：新興国への輸出による日本の静脈産業の世界展開 



マテリアリティ(重要課題)の特定	

当社経営の根幹をなす重要な要素 
 

事業活動を通じて新しい価値を提供し 
持続可能な社会を実現する 
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三井物産のマテリアリティ（重要課題）	
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三井物産のマテリアリティ（重要課題）	
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三井物産とSDGs12	

https://www.mitsui.com/jp/ja/sogoshosha/vol4/
page2.html	
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ESG情報開示要求の高まりを受け、企業はSDGsで示す社会
課題の解決をどのように、事業活動を通じ長期の視点で、ど
のように実現しようとしているのかを示す必要がある 

 SDGs : Sustainable Development Goals 
 
 

サステナビリティレポート2017では 
当社取組みをSDGsと関連付けて開示 

SDGs：国連持続可能な開発目標	
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社会的課題の“自分事”化	
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対話→マテリアリティ→SDGs 
関わる事業との関係性への気付き	
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https://www.mitsui.com/jp/ja/sustainability
/sustainabilityreport/2017/index.html 
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欧州企業 

EU 

欧米と日本の違い 

日本企業 
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日本政府 

州政府 

米国企業 

連邦政府 

業界団体 

アジェンダ設定 

業界団体 
対応をサポート 

グローバルスタンダード化（デジュール型） 

アジェンダ設定 

後押し 

対応をサポート 課題に直面 

事業活動推進 

州ルール化 連邦ルール化 デファクトスタンダード化 

ロビーイング 

ロビーイング 

ベトナム政府が強制規格作ってし
まった！ 

EU企業の市場を創
出しよう！EU型ル
ールを創って事業環
境を整えよう！ 

米国ルールをグローバルスタンダートに！ 

支援 

標準化 



欧州企業 

日本企業 

ロビーイング 

参
加 

策定プロセスに関与 

EUがルール作っちゃって
るんだよなあ…強いんだ
よなあ… 

欧州企業と日本企業の違い 

社会的課題がグローバル
ルールになれば、大きな
事業機会だ。 

欧州主導は仕方ない。日
本企業に不利にならない
ようにせねば。 

後からだけど、何とか日本
企業に有利なルールを盛り
込みたい！ 
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国家
政策／ 
事業
(OD

Aなど) 

顧客 
ニーズ 

評価
指標 

製品
構築 

運用
保守 

社会的 
課題 

ルール形成型標準 

社会的課題対策標準 
(政策の評価含む) 

複合システム標準 
(ﾄｰﾀﾙ性能、安全、認証) 

サービス標準 
(品質、安全、認証) 

技術型標準 

性能標準 技術標準 
(ﾌﾟﾛﾄｺﾙ、方式など) 

ビ
ジ
ネ
ス
の
上
流
側 

(出所)ジェトロセミナー(2016年3月16日)日立製作所市川氏資料より作成 

標準化の領域 

日本のメーカーが 
得意としてきた領域 

日本企業も取り組
み始めた領域 

ブルーオーシ
ャンの領域 
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新興国への展開 
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生産 

販売 

販売 社会的課題対策標準 
(政策の評価含む) 

複合システム標準 
(ﾄｰﾀﾙ性能、安全、認証) 

サービス標準 
(品質、安全、認証) 

性能標準 

技術標準 
(ﾌﾟﾛﾄｺﾙ、方式など) 

輸出 

自社に有利なル
ールが進出市場
にあれば、事業
展開は有利。 
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